
■ ２００７年２月７日（木曜日）

　県では、毎年「ふるさとの日」

（2月7日）に地方自治の振興お

よび社会福祉、産業、教育、文

化などの発展に貢献して、その

功績が顕著な個人または団体

の表彰を行っています。今年

は、個人45人と2団体の皆様が

知事表彰を受けられます。

　春江町議会議員、同副議長および同議

長として34年間務め、各分野での幅広い活

動を通じ、町民福祉の向上と町勢の発展に

寄与しました。元春江町議会議員。坂井

市。

　勝山市議会議員として16年間務め、各分

野での幅広い活動を通じ、市民生活の向

上と市勢の発展に寄与しました。元勝山市

議会議員。勝山市。

　丸岡町長として12年間務め、公正かつ適

切な行政手腕で幅広い分野の地域振興策

を実施し、町民福祉の向上と町勢の発展に

寄与しました。元丸岡町長。坂井市。

　今庄町議会議員、同副議長および同議

長、南越前町議会議員として34年余務め、

町民福祉の向上と町勢の発展に寄与しま

した。元南越前町議会議員。南越前町。

　南日野村役場に奉職以来、南条町吏員

として30年余精励した後、同収入役を12年

間、助役を4年間務め、町勢の発展に寄与

しました。元南条町助役。南越前町。

　敦賀市議会議員、同副議長および同議

長として24年間務め、各分野での幅広い活

動を通じ、市民生活の向上と市勢の発展に

寄与しました。元敦賀市議会議員。敦賀

市。

　大野市選挙管理委員会委員および同委

員長として24年間務め、公職選挙法の適

正執行、明るい選挙の推進に寄与しまし

た。元大野市選挙管理委員会委員長。大

野市。

　鯖江市吏員として26年余精励した後、同

収入役を6年間、助役を5年間務め、市民

福祉の向上と市勢の発展に寄与しました。

元鯖江市助役。鯖江市。

　武生市議会議員および同議長、越前市

議会議員として20年間務め、市民福祉の

向上と市勢の発展に寄与しました。元越前

市議会議員。越前市。

　昭和59年から老人福祉施設の慰問や、

資源回収の収益で車イスを寄附するボラン

ティアを行い地域住民の福祉向上に寄与し

ました。現資源回収活動市民代表。勝山

市。

　昭和58年から高齢者施設での奉仕活動

を、平成2年からは障害者施設でのボラン

ティア活動を行い、福祉向上に寄与しまし

た。現日赤すみれの会代表。あわら市。

　昭和30年以来、坂井交通安全協会役員

として交通安全思想の普及および交通事

　警察官として40年余、警察業務各般にわ

たり積極的に職務を遂行し、特に刑事部門

　昭和31年に結成以来、50年余にわたり、

住民の防犯思想の普及向上および各種防

　昭和29年に設立以来、52年余にわたり、

交通安全思想の普及および交通事故防止



故防止活動を行い、交通秩序の確立に寄

与しました。現坂井交通安全協会理事。坂

井市。

において顕著な功労があり、治安維持に寄

与しました。現福井県警視。小浜市。

犯活動の推進に努め、地域住民の安全確

保など治安維持に寄与しました。池田町。

活動を積極的に推進し、地域の安全で円

滑な交通の実現に寄与しました。大野市。

　消防吏員として41年余の永きにわたり、

消防組織の強化および消防施設の充実に

積極的に取り組み、消防行政の発展に寄

与しました。現福井市消防局長。福井市。

　金津消防団に入団以来、41年余の永き

にわたり、団員の資質向上に取り組み、地

域消防活動の発展に寄与しました。現嶺北

消防組合あわら消防団団長。あわら市。

　30年の永きにわたり福井市遺族連合会、

福井県遺族連合会の会長として英霊顕

彰、遺族援護に取り組み、遺族の福祉に寄

与しました。現福井県遺族連合会会長。福

井市。

　34年余の永きにわたり、障害児保育をは

じめ多様な保育サービスを展開し、児童福

祉の向上に寄与しました。現あさがお保育

園園長。越前町。

　民生児童委員として30年間、地域住民の

相談や要保護世帯の援助指導に尽力し、

地域福祉の向上に寄与しました。元民生児

童委員。あわら市。

　41年余の永きにわたり乳児保育をはじ

め、保護者のニーズに対応した多様な保

育を展開し、児童福祉の向上に寄与しまし

た。元高木保育園園長。福井市。

　31年余の永きにわたり、小学校と連携し

た保育をはじめ多様な保育を展開し、児童

福祉の向上に寄与しました。現上野保育園

園長。勝山市。

　民生児童委員として32年間、地域住民の

相談や要保護世帯の援助指導に尽力する

など、地域福祉の向上に寄与しました。現

民生児童委員。福井市。

　30年余の永きにわたり、多数の保護観察

対象者の更生と地域の犯罪予防に尽力し

社会福祉の向上に寄与しました。現福井地

区保護司会理事。福井市。

　26年の永きにわたり、敦賀市傷痍軍人妻

の会、福井県傷痍軍人妻の会会長として、

社会福祉の向上に寄与しました。現福井県

傷痍軍人妻の会会長。敦賀市。

　昭和49年に武生市農業協同組合理事に

就任以来、良質米出荷施設の整備など、

農業の発展に寄与しました。現越前たけふ

農業協同組合経営管理委員会副会長。越

前市。

　平成4年に社土地改良区の新設を成し遂

げ、同時に理事長に就任以来、農業生産

基盤整備を積極的に推進し農業の振興に

寄与しました。現社土地改良区理事長。福

井市。

　昭和52年に菅浜漁業協同組合理事に就

任以来、定置網漁業の大型機器の導入な

どを図り地域漁業の発展に寄与しました。

元菅浜漁業協同組合代表理事組合長。美

浜町。

　昭和61年に勝山北部土地改良区理事長

に就任以来、用排水路等の農業生産基盤

の整備を推進し農業の振興に寄与しまし

た。現勝山市土地改良区副理事長。勝山

市。

　昭和53年に福井県印刷工業組合理事に

就任以来、伝統的印刷業から情報価値創

造産業へ変革を推進し業界発展に寄与し

ました。元福井県印刷工業組合理事長。敦

賀市。

　昭和42年に若狭箸工業協同組合理事に

就任以来、生産方法の近代化や振興拠点

施設の建設に尽力し、業界の発展に寄与

しました。元若狭箸工業協同組合理事長。

小浜市。



　昭和56年に福井県石材業協同組合理事

に就任以来、施工技術技能の向上や販路

開拓に尽力し、業界の発展に寄与しまし

た。元福井県石材業協同組合理事長。福

井市。

　昭和48年に福井県鳶土工業協同組合理

事に就任以来、技能の向上、技術者の育

成に取り組み業界の発展に寄与しました。

元福井県鳶土工業協同組合理事長。福井

市。

　永年、理科教育の発展に尽力し、県嶺南

教育事務所長として嶺南地域の教職員研

修の充実を図り、教育界の発展に寄与しま

した。元福井県嶺南教育事務所長。若狭

町。

　平成13年に福井県教育委員会委員に就

任以来、教育振興ビジョンの策定などに尽

力し、教育行政の発展に寄与しました。元

福井県教育委員会委員。大野市。

　永年、英語教育の発展に尽力し、県教育

審議監として特色ある学校づくりを推進す

るなど、学校教育の発展に寄与しました。

元福井県教育審議監。福井市。

　平成10年に福井県連合婦人会常任理事

に就任以来、会員の意識の啓発や資質向

上に取り組み、社会教育の振興に寄与しま

した。元福井県連合婦人会会長。越前市。

　平成7年に福井県連合婦人会の理事に

就任以来、食育や地産地消の推進に中心

的役割を果たし、社会教育の振興に寄与し

ました。元福井県連合婦人会副会長。越前

町。

　昭和37年に福井県ホッケー協会理事に

就任以来、各種大会の企画運営に中心的

役割を担いホッケー競技の発展に寄与しま

した。現福井県ホッケー協会副会長。越前

町。

　昭和60年に武生食品衛生協会理事に就

任以来、自主衛生管理の推進を図るなど、

食品衛生の向上に寄与しました。元武生食

品衛生協会会長。越前市。

　昭和59年に福井県食生活改善推進員連

絡協議会理事に就任し、食生活改善によ

る健康づくりに寄与しました。現福井県食

生活改善推進員連絡協議会名誉会長。越

前市。

　昭和38年に福井県クリーニング業生活衛

生同業組合理事に就任以来、公衆衛生の

向上に寄与しました。現福井県クリーニン

グ業生活衛生同業組合理事長。鯖江市。

　平成11年に（社）福井県医師会副会長に

就任以来、本県の保健衛生の向上と医療

の確保に尽力し住民の健康増進に寄与し

ました。元（社）福井県医師会会長。福井

市。

　平成6年に鯖江食品衛生協会副会長に

就任以来、指導員の育成指導、自主衛生

管理の推進を図り、食品衛生の向上に寄

与しました。現鯖江食品衛生協会会長。越

前町。

　昭和54年の福井県歯科衛生士会設立以

来、歯の健康に対する意識の高揚に努め

るなど、歯科保健の向上に寄与しました。

現福井県歯科衛生士会会長。福井市。

　労働者委員として不当労働行為審査事

件の解決に尽力するとともに、連合福井会

長を務め労使関係の安定に寄与しました。

元福井県地方労働委員会労働者委員。小

浜市。

　35年の永きにわたり、高度な専門的知識

に基づき、港湾に入出港する船舶を安全、

迅速に案内し、本県港湾の振興に寄与しま

した。元福井県水先人会会長。南越前町。

　福井県は、明治14年2月7日、太政官布告により誕生して以来、昭和56年に置県



百年を迎えました。

　そこで、これを機に、県は昭和57年に条例を制定し、置県の日である2月7日を

「ふるさとの日」と定めました。

　この日は、県民一人ひとりが、郷土についての理解と関心を深め、より豊かな郷

土を築き上げることを期する日とされています。

日時／2月7日（水）12：30～16：00

場所／ハーモニーホールふくい（県立音楽堂）

◇講演「男も大変かな？」（直木賞作家・藤田宜永氏）

◇ふるさと合唱　◇継体大王即位1500周年記念展示

◇福井県科学学術大賞、野の花文化賞表彰式　◇パイプオルガン体験ツアー（予約者のみ）

※来場者にもれなくお花の苗を、抽選で各市町の特産品をプレゼント

（問）県男女参画・県民活動課 0776（20）0286

県立歴史博物館、県立若狭歴史民俗資料館、県立恐竜博物館、県陶芸館、県立美術館、

県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館、福井運動公園

http://info.pref.fukui.jp/kouho/kensei/070207/

